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２０２３．６．３０発行 

 今年も 7 月がやってきました。7 月 1 日でナーサリーつづきは開園 23 年を迎えます。私が園見

学を担当する際には「新しくて、綺麗に見えますが、20 数年も経っており、私と同様年中メンテ

ナンスが必要なんです」と言って笑いを取ります。今回は屋上のダクトも交換します。 

平成 9年に児童福祉法が抜本的に見直され、保育は措置制度から利用者が保育所を選択して利用

する仕組みとするなど利用者が利用しやすい保育制度への転換がはかられたため、ナーサリーつづ

きが開園した平成 13 年は激動の転換期真っ只中でした。その後、こども子育て基本法施行による

無償化、コロナ禍を経て、保育は近年また大きく、劇的に変化した印象を受けています。 

変化が著しい時代、ナーサリ―つづきを卒園した子どもはどのように育っているのでしょう？ 

先日、幼稚園、小学校と共に地域の子どもの育ちを支えるための会議に参加しました。小学校の 

先生に、この 3 年間の育ちに対する課題を伺ったところ、「子どもも大人も受け身であり、育ちに

は交流、接触が必要」との見方を示されました。コロナ禍、保育園は「濃厚接触の場」と何度も 

お伝えしてまいりました。感染症の流行や怪我等集団によるデメリットもありますが、総じて保育

園という場で過ごす時間は子どもと保護者の皆様にもたらすメリットは大きいのだと感じました。 

保育園は学校とは異なり進学実績等良し悪しを客観的に測るものはありません。私は見学に訪れ

た方々に伝えます。「各保育園独自の条件に差はあれど、どこに決まっても減点法で見るのではな

く、加点法で見れば、保育園生活を楽しむことが出来るでしょう」と。ナーサリーつづきに親子で

通う期間は生涯で最も貴重な時期です。それは卒園した後に感じることかもしれません。成長した

時、この間の大部分は忘れられてしまうのですが、縁あってご一緒できることはこれからも私ども

にとって喜びであり続けます。                    園長 湊崎端穂子 

 

 

給食室の改修工事について 
先日 5 月 17 日の水道管破裂による漏水事故により、給食室の床の張り替え、
清掃、消毒が必要となりました。それに伴い、給食機材の搬入・搬出、交換、試
運転等給食室の再稼働までに 3 週間を要することとなりました。工期は 9 月 1
日～22日となります。その間、1階ランチルームは閉鎖し、給食機材置き場とし、
給食は仕出し弁当となり、おやつはせんべい等乾物となる予定です。 

コロナ患者増加？ 

6 月の乳児健診の時、山下先生が今後患者が増えるだろう

とおっしゃっていました。ナーサリーつづきでは感染拡大

防止の観点から今年度も園庭側からの送迎、お子さま一人

につき 1名の保護者が付き添いという形をとっています。 

ご理解ご協力いただければと思います。 

歯科健診の写真撮影取りやめのお知らせ 
例年歯科健診の様子を撮影し販売しておりましたが、
口もプライベートゾーンに含まれることから、リトル
ジャンボ写真館による写真撮影と販売を取りやめる
こととしました。 

お願い 

この度、アレルギー食材について検討し、園で提供されないナッツ
等アレルギー食材についても生活管理指導票を提出して頂き自治
体に報告することとなりました。既に保育園に報告されている 
対象の方には個別にお声がけさせていただきますが、未報告の方
はお知らせくださいますようご協力をお願いします。 
なお、これまでアレルギー品目を園に報告されていらっしゃる方で
仕出し弁当を提供する際はご自宅から弁当を持参して頂いていま
したが、業者と協議のうえ、アレルギーに対応した弁当の提供が可
能となりましたので、別紙「改修工事に伴う仕出し弁当注文につい
て」をご一読いただき、回答して頂きますようお願いいたします。 

新しい安全基準

に従い、大型遊具

をメンテナンス 

しました。 


